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施 

策 

関 

連 

山梨県 

科学技術 

基本計画 

成長促進分野 質の高い地域環境の保全・活用と健康増進分野 

取組項目 
富士山火山活動など自然災害現象の将来予測や対策による安全・安心な社会 

構築に関する研究 

山梨県 

総合計画 

戦略 1. 強靭な「やまなし」を創る道 

政策 2. 防災・減災、県土の強靭化 

施策 10. 富士山火山防災対策の研究と普及 

その他 

部門計画 
 

研究の背景・ 

ニーズ 

 

◆ 背景 

火山噴火の避難計画は、火山ハザードマップを基に作成されている。そのため、噴火履

歴とシミュレーションを基に作成される火山ハザードマップをより現実的なマップとす

ることが、より現実的な避難計画への鍵となる。富士山のハザードマップは2004年に初版

が公表され2021年3月に改定された。この改定では噴火履歴（火口位置や噴火規模を含む）

が改定され、シミュレーションの基盤となる数値地図が200mメッシュから20ｍメッシュに

変更された。一方でシミュレーションに重要となる噴火物理量の一部（溶岩流の降伏強度

や噴石の飛距離）は、富士山での実測値がないため、他の火山の事例を使用している。ま

た、2023年に作成された富士山避難基本計画では、概略的な噴火シナリオが作成されてい

るが、溶岩流を流出する噴火や火砕丘を形成する噴火に関する噴火推移の言及がない。 

今後、富士山噴火における噴火物理量を採用したシミュレーションを実施できれば、よ

り現実に即したハザード影響範囲を推定することが可能となり、具体的な避難者数の把握

に役立つ。また、噴火推移のパターンを理解することが可能となれば、噴火時の避難対応

の想定外を無くすことができる。このように、より実効的な避難計画にするためには、富

士山の噴火物理量の抽出および噴火推移の解明が重要である。 
 

◆ 噴火物理量の推定及び噴火推移に関する課題と解決可能性 

１．溶岩流の降伏強度 

溶岩流の到達範囲を推定する際に重要なパラメータ「降伏応力」は温度依存性がある。

富士山ハザードマップ作成時に用いられた溶岩流シミュレーションでは、伊豆大島での測

定値（Minakami, 1951）をもとに降伏応力を算出している。しかし、伊豆大島での溶岩の温

度は、富士山で想定されている溶岩噴出時の温度よりも低い。このことは、溶岩流が富士

山ハザードマップで予測された到達範囲よりも、若干遠くまで到達する可能性を示唆して

いる。そのため、溶岩流の形状から実際に富士山での降伏応力を見積もることができれば、

より詳細な到達範囲が導き出せる可能性がある。 

 

２．火砕物の落下範囲と火砕丘を形成する噴火の噴火推移 

火砕丘は、あまり激しくない爆発的噴火により、火口の周辺に堆積した火砕物がつくる

小丘を指す。この形状、特に火砕丘の裾の広がりを精査することで、火砕物の落下範囲が

推定できる可能性がある。富士山の「可能性マップ」で想定される大きな噴石の落下範囲

は、想定火口範囲から2～4 kmである。大規模噴火の場合は、富士山での宝永噴火の事例を

もとに4 kmと想定しているが、中・小規模噴火の場合は富士山ではなく、桜島での噴火事

例をもとに2 kmと想定している。桜島は安山岩質、富士山は玄武岩質である。この相違は



噴火様式の違いにも関係し、富士山は桜島ほど火砕物が遠くへ飛ばないことが予見され

る。そのため、火砕丘形状から火砕物の落下範囲を推定することは、被害想定範囲の過大

評価を防ぐ１つの指標になると考えている。また、火砕丘における堆積物の被覆関係から、

火砕物の堆積や溶岩の流出といった火砕丘形成時の噴火推移が推測できる可能性がある。 

 

研究目的 

 

富士山の噴火堆積物の地形から富士山噴火における噴火物理量および噴火推移を推定

する。特に溶岩流の形状から、溶岩流の到達範囲を推定する際に重要な降伏応力を算出す

る。さらに火砕丘の形状から火砕物の落下範囲推定を行い、堆積物の被覆関係から「火砕

物の堆積」と「溶岩の流出」の推移を検証する。 

 

研究目標 

 

1) 溶岩流の降伏応力の推定 

2) 火砕丘の火砕物落下範囲と噴火推移の検証 

 

研究全体の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究体制 

(共同研究において

は、その必要性、

研究分担者の役割

を記入) 

◆ 研究計画・方法 

以下、山梨県が提供する詳細な地形データを用いて地形データの解読・解析を行う。 
 

１．溶岩流の降伏応力の推定 

降伏応力の値は以下の手順によって推定する。①人工改変の進んでいない手つかずの溶

岩流を選出し、溶岩地形の流下方向と平均傾斜角度・溶岩流の厚さを地形データから特定

する。溶岩流形状は空間的に不均一であるため、角度・厚さの適切な算出方法や定義を検

討する。②角度と厚さの値を溶岩流の停止条件の式（Ishihara et al. 1990）に当てはめ、降

伏応力を推定する。③溶岩流の地形データを判読し、緩斜面で停止した後に後続流で追加

された溶岩で厚みが増す溶岩膨張が起きていないか確認する。そして必要に応じて踏査を

行い、この現象が生じている場合は降伏応力の算出方法について再考する。 
 

２．火砕丘の火砕物落下範囲と噴火推移の検証 

①地形データを判読し、溶岩流・堆積物の被覆関係から火砕丘の形成過程を推測するこ

とで噴火推移を明らかにする。これにより、富士山ではどのような噴火推移が多いのか整

理する。②火砕丘の裾の広がりを精査し、火砕物の落下範囲を推定する。③地形データか

ら火砕丘の高さ・底の直径・火口のサイズ・傾斜角度などを計測し、形態的特徴をまとめ

る。そしてこの形態的特徴が再現できる火砕物の放出条件（放出角度，噴出量など）を、

数値計算の結果をもとに推定する。 
 

上記の２課題に加え、地形データの欠損部や解像度が低い箇所に関しては、実際に現地

へ赴き、レーザー光の反射から対象物の形や距離が計測できるLiDARを搭載したドローン

を用いて、地形データの補完を行う。さらに噴火時を想定して、溶岩流の流速や噴出量の

時間変化などの実測データをドローン空撮と地形解析から取得できる体制を整える。 
 

◆ 研究体制 

火砕丘の形状解析で得られた結果の解釈においては、吉本研究員に意見をいただく。溶岩

流に関して、降伏応力の算出方法や先端形状の解釈については、石峯研究員と議論しなが

ら進める。LiDARを搭載したドローンによる空撮と地形データの取得、さらに溶岩流の形

状に関する踏査と解釈に関しては、岩石学が専門の西澤研究員に依頼する。火砕丘形状の

解析方法や結果の解釈は、地形解析が専門である佐藤研究員と議論しながら進める。山梨

大学の島教授には、物性理論の見地から結果の解釈について議論していただく。 

 

前年の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究成果 

（初年度の場合は

事前調査内容など

を記入） 

◆ 研究計画・方法 

溶岩流の降伏応力推定に関しては、まず噴出年代が新しい須走d期の溶岩流14種から着

手した。地形データは山梨県が所有する0.5mメッシュのDEM（数値標高モデル）を使用し、

地形判読から溶岩流の厚さ・流下方向・傾斜角度を推定した。その後、溶岩流の停止条件

の式から降伏応力を推定した。火砕丘形状に関しては、底径・高さ・火口径・火口深さと

いった火砕丘の形状を特徴づける基本的な量について、その定義や適切な計測方法につい

て検討した。 
 

◆ 研究成果 

須走d期に噴出した溶岩流5つ（剣丸尾第一溶岩流，中ノ茶屋溶岩流，檜丸尾第二溶岩流，

鷹丸尾林道溶岩流，須走口２溶岩流）について、先端部の厚さ・地面の傾斜角をDEMデータ

から測定した。計測値を溶岩流の停止条件の式に代入し、降伏応力を推定したところ、他

の火山の実測値とも整合する現実的な値を得ることができた。また、火砕丘の形態的基礎



データを取得するため、富士山北西部の一部の火砕丘については形状データの取得や被覆

関係の判読を行っている。 
 

今年度の 

研究実施内容 

（研究計画・ 

研究方法） 

ならびに期待さ

れる研究成果 

◆ 研究実施内容 

溶岩流の先端部では、複数のローブが形成されることが多く、主流路の先端部を特定す

ることが難しい。そのため、先端部から得られた降伏応力の推定値に関しては、その値の

信頼性を検証する必要がある。そこで今年度は、溶岩堤防に着目した新たな推定方法を試

み、手法による推定値の相違と信頼性を検証する。また、火砕丘形成の数値シミュレーシ

ョンについて文献調査を行い、どのようなモデルが適しているのか検討する。 
 

◆ 期待される研究成果 

溶岩流について降伏応力の推定値が得られれば、値のおおよその範囲が分かるようにな

る。また、火砕丘について基礎データの収集・整理をすることで、これまで見落とされて

きた形態の傾向や噴火推移が発見できる可能性がある。 
 

最終的に 

期待される 

研究成果 

本研究はこれまで見落とされてきた地形解析の強みに焦点を当て、新たな知見を得よう

とする野心的かつ新規性に富んだ試みである。主に以下の成果が期待できる。 
 

１．溶岩流の詳細な到達範囲の推定 

溶岩流の到達範囲を推定する際に重要な物理量である降伏応力を地形解析から見積も

ることで、より詳細な到達範囲が導き出せる可能性がある。 
 

２．火砕丘形成時の噴火推移と噴石放出条件の推定 

・噴火推移のパターンが理解できれば、噴火時の避難対応について具体的な対策を練るこ

とが可能となる。 

・火砕丘の裾の広がりを精査することで、過去の噴火での火砕物の落下範囲が推定できる。 

・火砕丘の形状を再現する火砕物の放出条件（放出角度，噴出量など）が特定できる。 
 

上記が達成できれば、より現実に即したハザードマップの作成に繋がり、実効的な避難計

画の作成に貢献する。 

 

 


